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V303a X 線分光撮像衛星 (XRISM) 搭載軟 X 線撮像装置 (Xtend) の開発の現状 (8)
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2022年度打ち上げ予定のX線分光撮像衛星XRISMには、X線反射望遠鏡 (XMA) とX線CCDカメラ (SXI)
からなる軟X線撮像装置Xtendが搭載される。Xtendは、XMAの焦点面に 4枚のCCDを 2×2で配置すること
により、0.4− 13 keV の帯域で 38 分角の広視野な集光撮像観測を実現する。SXIは、フライト品から構成される
全システムを接続した状態で、軌道上環境を模擬した熱真空試験において正常に動作することが確認された。ま
た、その後の音響振動試験においても、構造的な破損は認められず、正常動作も確認された (萩野+22年春季年
会)。現在は衛星構体に搭載されており、衛星総合試験において、動作確認と軌道上で用いる運用手順の検証を進
めている。7月からは、軌道上の環境を模擬した中で衛星全体の動作を検証する熱真空試験も実施される。本講
演では、この衛星総合試験での SXIのノイズ・分光性能、そして運用手順の検証状況について報告する。


